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普
通
会
計（
※
1
）
は
、
歳
入
総
額

55
億
2
，8
5
3
万
6
千
円
に
対
し
、歳

出
総
額
53
億
2
，2
5
9
万
1
千
円
で
、

翌
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
控
除
し
た

実
質
収
支
は
、1
億
5
，9
8
3
万
6
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
と
比
較
し
、
筑
北
S
I
C
整
備

等
の
大
型
建
設
事
業
や
、工
業
団
地
へ
の

企
業
誘
致
事
業
の
ほ
か
、
将
来
的
な
財

源
の
確
保
の
た
め
基
金
積
立
を
実
施
し

た
こ
と
等
に
よ
り
歳
入
、
歳
出
と
も
に

金
額
が
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全

化
の
判
断
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
る
指

標
の
一
つ
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
は

2
・
6
%
と
な
り
0
・
3
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
ま
し
た
。

◉
歳　

入

村
税
や
使
用
料
収
入
は
6
億
3
︐

7
0
3
万
6
千
円
で
11
・
6
%
に
過
ぎ
ず
、

基
金
の
繰
入
金（
貯
金
の
取
り
崩
し
）や

繰
越
金
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る「
自
主
財
源
」

は
10
億
3
︐
2
1
2
万
1
千
円
で
、こ
れ

は
歳
入
全
体
の
18
・
7
%
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す

る「
依
存
財
源
」に
つ
い
て
は
44
億
9
︐

6
4
1
万
5
千
円
で
81
・
3
%
を
占
め
て

い
ま
す
。（
歳
入
グ
ラ
フ
参
照
）

前
年
度
と
の
比
較
に
つ
い
て
詳
細
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

村
の
歳
入
構
造
は
、
相
変
ら
ず
自
主

財
源
の
占
め
る
割
合
が
乏
し
く
、
財
源

の
確
保
と
税
等
の
未
収
入
金
の
徴
収
等

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
※
１
）筑
北
村
に
お
い
て
は
、一
般
会
計
と
バ
ス
会
計

の
純
計

◉
歳　

出

【
性
質
別
経
費
】

歳
出
を
そ
の
性
質
別
に
分
類
し
た

場
合
、
支
出
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
件
費
や
公
債
費
等
の
義
務
的

経
費
は
17
億
2
︐
5
3
4
万
2
千
円

で
全
体
の
32
・
4
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
公
債
費
の
占
め
る
割
合
は
9
・

4
%
と
依
然
高
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
普
通
建
設
事
業
等
の
投
資

的
経
費
は
、10
億
1
︐
0
8
4
万
6
千

円
で
19
・
0
%
と
な
り
ま
し
た
。県
内

の
市
町
村
の
平
均
値
13
・
0
%（
速
報

値
）と
比
較
す
る
と
高
い
割
合
を
示
し

て
い
ま
す
。（
歳
出
グ
ラ
フ（
性
質
別
）

参
照
）

項
目
ご
と
の
前
年
度
の
比
較
と
主

な
増
減
要
因
は「
表
2 

歳
出
決
算
額

（
性
質
別
）」の
と
お
り
で
す
。

令
和
令
和
55
年
度
決
算
の
状
況

年
度
決
算
の
状
況

議
会
9
月
定
例
会
に
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

～
実
質
公
債
費
比
率
は
2・6
％
に
改
善
～

普
通
会
計
の
決
算
状
況
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筑北村の人口筑北村の人口
総人口総人口 4,019人4,019人

男男 2,018人2,018人

女女 2,001人2,001人

戸数戸数 1,797戸1,797戸
（令和6年4月30日現在）（令和6年4月30日現在）
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令和6年5月16日発行

村税
3億9,864万4千円（7.2%）

分担金・負担金
5,301万5千円（1.0%）

使用料・手数料
6,548万3千円（1.2%）

繰入金
2億3,322万1千円（4.2％）

繰越金
1億6,186万4千円（2.9%）

財産収入・寄付金・諸収入
1億1,989万4千円（2.2%）

地方譲与税
6,403万5千円（1.2%）

地方交付税
26億5,017万0千円（47.9%）

その他交付金等
1億1,413万1千円
（2.1%）

55億2,853万6千円
（　）内構成比
（単位：千円）

55億2,853万6千円
（　）内構成比
（単位：千円）

歳入歳入歳入歳入

国庫支出金
5億3,734万5千円
（9.7％)

自主財源
10億3,212万1千円
（18.7%）

自主財源
10億3,212万1千円
（18.7%）

依存財源
44億9,641万5千円
（81.3%）

依存財源
44億9,641万5千円
（81.3%）

地方債
6億4,063万9千円
（11.6%）

県支出金
4億9,009万5千円
（8.8%）

表1　歳入決算額
項　目 令和５年度決算額① 令和４年度決算額② 増減額①－② 主な増減理由

自
主
財
源

村税 3億9,864万4千円 4億2,441万7千円 ▲2,577万3千円 法人住民税収入等の減
分担金・負担金 5,301万5千円 890万5千円 4,411万0千円 クリーンセンター解体負担金等の増
使用料・手数料 6,548万3千円 7,256万5千円 ▲708万2千円 可燃ごみ有料化証紙手数料等の減

繰入金 2億3,322万1千円 1億2,408万7千円 1億913万4千円 基金繰入金等の増
繰越金 1億6,186万4千円 2億5,438万0千円 ▲9,251万6千円 歳入歳出差引き額の減

財産収入・諸収入等 1億1,989万4千円 1億628万4千円 1,361万0千円 県事業受託収入等の増

依
存
財
源

地方譲与税 6,403万5千円 6,360万6千円 42万9千円 自動車重量譲与税等の増
地方交付税 26億5,017万0千円 26億7,007万3千円 ▲1,990万3千円 普通交付税の算定額等の減

その他交付金等 1億1,413万1千円 1億1,324万6千円 88万5千円 環境性能割交付金等の増
国庫支出金 5億3,734万5千円 7億8,307万2千円 ▲2億4,572万7千円 SICアクセス事業費補助金等の減
県支出金 4億9,009万5千円 2億9,715万0千円 1億9,294万5千円 産地生産基盤補助金等の増
地方債 6億4,063万9千円 4億9,072万8千円 1億4,991万1千円 村道整備のための借入金等の増

歳入合計 55億2,853万6千円 54億851万3千円 1億2,002万3千円
※各表内の端数処理の関係で各事業の数字を足したものと合計が合わない場合があります。

表２ 歳出決算額（性質別）
項　目 令和５年度決算額① 令和４年度決算額② 増減額①－② 主な増減理由

義
務
的
経
費

人件費 8億4,124万8千円 8億1,660万6千円 2,464万2千円 会計年度任用職員の給与等の増
扶助費 3億8,335万1千円 3億4,077万5千円 4,257万6千円 低所得世帯への給付金等の増
公債費 5億74万3千円 4億9,081万6千円 992万7千円 道路建設事業等で借り入れた起債償還金の増

投
資
的
経
費

普通建設費 9億7,312万3千円 8億8,211万4千円 9,100万9千円 筑北クリーンセンター解体工事等の増

災害復旧費 3,772万3千円 3,030万7千円 741万6千円 公共土木施設災害復旧事業費等の増

そ
の
他
の
経
費

物件費 6億5,599万0千円 6億3,512万3千円 2,086万7千円 光熱水費、燃料費の物価上昇等による増
維持補修費 7,742万3千円 5,862万2千円 1,880万1千円 庁舎・村所有施設の修繕費等の増

補助費 6億4,426万4千円 5億3,010万9千円 1億1,415万5千円 そば生産性向上のための補助金等の増
積立金 6億139万3千円 8億7,849万3千円 ▲2億7,710万0千円 財政調整基金等の減

投資･出資･貸付金 138万7千円 123万9千円 14万8千円 貸付金等の増
繰出金 6億594万6千円 5億8,244万5千円 2,350万1千円 温泉施設会計等の繰出金の増

合　計 53億2,259万1千円 52億4,664万9千円 7,594万2千円

53億2,259万1千円
（　）内構成比
（単位：千円）

53億2,259万1千円
（　）内構成比
（単位：千円）

歳出歳出歳出歳出

義務的経費
17億2,534万2千円
（32.4%）

義務的経費
17億2,534万2千円
（32.4%）

投資的経費
10億1,084万
6千円（19.0%）

投資的経費
10億1,084万
6千円（19.0%）

その他の経費
25億8,640万
3千円（48.6%）

その他の経費
25億8,640万
3千円（48.6%）

扶助費
3億8,335万1千円
（7.2%）

人件費
8億4,124万8千円（15.8%）

公債費
5億74万3千円（9.4%）

普通建設事業費
9億7,312万3千円
（18.3%）

災害復旧事業費
3,772万3千円（0.7%）

物件費
6億5,599万円（12.3%）

維持補修費
7,742万3千円
（1.5%）

補助費
6億4,426万4千円
（12.1%）

積立金
6億139万3千円
（11.3%）

投資・出資・貸付金等
138万7千円
（0.0％）

繰出金
6億594万6千円（11.4%）

主要事業 令和5年度に行った主な事業を紹介します
健 康 ・ 福 祉 の 充 実

新型コロナウイルスワクチン接種事業新型コロナウイルスワクチン接種事業
事業費：1,108万6千円事業費：1,108万6千円

新型コロナ感染症の発症、重症化、集団感染及
び蔓延を予防するため、希望する住民へワクチン
接種を実施しました。
【接種回数】2,920回

高齢者と介護予防の一体的な実施事業高齢者と介護予防の一体的な実施事業
事業費：1,024万8千円事業費：1,024万8千円

高齢者の介護予防と認知症予防・生活習慣病予防・
重症化予防を一体的に実施しました。
【生活習慣病予防】30名へ個別指導
【健診受診者】296名

編集　筑北村総務課
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370
ホームページ
https://www.vill.chikuhoku.lg.jp

筑北村の人口
総人口総人口 3,976人

男男 1,989人

女女 1,987人

戸数戸数 1,773戸
（令和6年10月31日現在）

令和6年11月21日発行
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産  業  の  振  興

生 活 環 境 の 向 上

自  然  環  境  の  保  護

教 育 、 文 化  の 充 実

行  財  政  運  営

そ  の  他（ 給  付  金  等 ）  

筑北スマートインターチェンジ
整備事業

事業費：2億9,089万円

利便性の向上や地域間交流を
推進するため、平成26年度か
ら始まった整備事業が完了しま
した。
【事業内容】NEXCO負担金
【供用開始】令和5年12月17日

森林病害虫防除対策関連事業
事業費：4,901万4千円事業費：4,901万4千円

林地の松くい虫の対策として、被害先端
地の伐倒燻蒸・薬剤散布を実施しました。
林地外の松くい虫被害木等の薬剤注入
及び伐倒費用の一部を助成しました。
【伐採量】1,600㎥
【薬剤散布面積】17ha

スクールバス
運行管理委託事業
事業費：2,805万円

園児、児童、生徒が安心して通園
や通学、校外学習等ができるよう
にスクールバスを運行し、車内置
去り防止装置を設置しました。
【運行台数】6台

応援寄附金
イメージアップ事業
事業費：2,084万5千円

ふるさと納税制度の更な
る活用を図り、返礼品開
発や特産品の知名度向上・
イメージアップに向け、業
務委託を実施しました。
【寄付金額】3,112万円
【寄付件数】3,498件

村民生活応援商品券
配布事業

事業費：5,776万4千円

物価上昇等に伴う家計の負担
軽減と地域経済の活性化のた
め、低所得世帯と村民に生活応
援商品券を配布しました。
【配布内容】所得税非課税世帯
30,000円、村民一人10,000円

筑北クリーンセンター
解体事業

事業費：1億3,479万4千円

東筑摩郡筑北保健衛生施設組合
の解散に伴い、閉鎖中の施設解
体撤去工事を実施しました。
【事業箇所】筑北クリーンセンター

太陽光発電システム普及事業
事業費：65万円事業費：65万円

一般住宅用の太陽光発電用パネル設置に対して
発電量に応じた補助を実施しました。また公共
施設屋根に太陽光発電設備を設置するための調
査を実施しました。
【補助件数】1件
【公共施設調査】本庁舎以下5施設

本城公民館
改修工事事業

事業費：1,617万円事業費：1,617万円

安全かつ快適に施設を利
用できるよう外壁の防水・
塗装工事を実施しました。
【事業箇所】外壁の防水・
塗装

情報発信充実化事業
事業費：1,006万9千円事業費：1,006万9千円

各種媒体により、効果的な情報発信を
実施しました。防災ラジオでは、緊急放
送のほか地域イベント告知等きめ細や
かな情報発信ができるようにしました。
【使用媒体】村公式サイト、広報誌、テ
レビ松本、あづみ野エフエム

燃料購入商品券
配布事業

事業費：2,086万円事業費：2,086万円

物価上昇等に伴う家計の負
担軽減のため、村民に燃料
購入商品券を配布しました。
【 配 布 内 容 】村 民 一 人
5,000円

デジタル防災行政無線
更新事業

事業費：562万1千円

老朽化した無線設備を新たな老朽化した無線設備を新たな
設備・システムに更新するため、設備・システムに更新するため、
本工事に係る調査及び実施設本工事に係る調査及び実施設
計が完了しました。計が完了しました。
【事業内容】調査実施設計
【実施期間】令和5～7年

小中学校防災備蓄品
整備事業

事業費：234万円

災害時の児童生徒の安全確保およ
び食料寝具の確保のため、災害用
備蓄品を整備しました。
【整備備蓄品】ヘルメット270個、
飲料水、食料、毛布、エアマット

JR篠ノ井線3駅利用促進事業
事業費：68万9千円

村内3箇所のJR窓口で通学
定期券を購入した方へ補助金
を交付しました。
【補助金】定期券購入費用の2割
年1回　上限10,000円
【交付人数】72人

価格高騰特別対策事業
事業費：5,675万8千円

電気料等の価格上昇による家計への影
響が特に大きい低所得者世帯と低所得
の子育て世帯に支援金を給付しました。
【支給内容】所得割非課税世帯
70,000円、低所得世帯120,000
円、低 所 得 世 帯 の 子ども 一 人
50,000円

デジタルスタンプラリー事業
事業費：185万8千円

村の魅力と知名度を向上させるため、
村内の名所等にチェックポイントを設
置し、スタンプラリーを実施しました。
【参加者数】263人

主要事業 令和５年度に行った主な事業を紹介します令和５年度に行った主な事業を紹介します

観光PRキャラクター作成事業
事業費：193万4千円

村のイメージキャラクターと、観光者向け
のお土産を作成し、村のPRを図りました。
【PRキャラクター】天舞くん、ちくにゃん
【カプセルトイ売上】1,466個

土地改良事業（水路・農道等）
事業費：1億949万1千円

耕作放棄地の拡大を防ぐため、水
路、水門、農道等の改良、維持修
繕、ため池点検を実施しました。
【事業箇所】大揚口水路、伊吾田
ため池点検ほか

有害鳥獣被害対策事業
事業費：931万2千円

農作物被害防止のため、有害
鳥獣の捕獲を実施しました。
【捕獲実績】シカ711頭、イノ
シシ54頭、ハクビシン39頭
【学習放獣】クマ1頭

穀物出荷奨励金事業
事業費487万8千円

耕作放棄の防止や、農業生産
と経営の安定を図るため、出
荷奨励金を交付しました。
【補助金額】はぜ掛け米78件、
そば44件ほか

天舞くん ちくにゃん
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国
民
健
康
保
険
特
別
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計
》

高
度
な
治
療
を
要
す
る
高
額
療
養
費
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減
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り
、
前
年
度
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。

《
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は
黒
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《
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
》

安
定
し
た
飲
料
水
の
確
保
の
た
め
、

本
城
地
域
の
上
手
山
配
水
池
か
ら
大
門

配
水
池
へ
の
送
水
管
を
整
備
し
ま
し
た
。

（
※
２
）普
通
会
計
に
含
ま
れ
る
バ
ス
会
計
を
除
い
て
い

ま
す
。

特
別
会
計
の
決
算
状
況

特別会計歳入歳出決算額の状況
特別会計名 歳入決算額① 歳出決算額② 実質収支額③（①-②）

公
営
事
業 

国 民 健 康 保 険 5億2,073万4千円 5億1,784万6千円 288万8千円

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 7,815万1千円 7,809万8千円 5万3千円

介 護 保 険 7億7,474万7千円 7億2,964万7千円 4,510万0千円

公
営
企
業

と く ら 温 泉 施 設 1億5,775万5千円 1億5,725万5千円 50万0千円

差 切 峡 温 泉 施 設 3,290万5千円 3,240万5千円 50万0千円

冠 着 温 泉 施 設 1,453万7千円 1,403万6千円 50万1千円

簡 易 水 道 事 業 3億7,386万5千円 3億6,432万1千円 954万4千円

集 落 排 水 事 業 1億7,608万9千円 1億6,477万9千円 1,131万0千円

合 併 浄 化 槽 事 業 6,597万2千円 5,584万9千円 1,012万3千円

合　　　　　　計 21億9,475万5千円 21億1,423万6千円 8,051万9千円
※簡易水道事業、集落排水事業、合併浄化槽事業は地方公営企業法の適用による企業会計への移行により、令和6年3月31日付で打切決算となっ

ています。

地方債（借金）残高の状況
会 計 名 令和５年度残高① 令和４年度残高② 増減額③（①-②）

一 般 会 計 32億9,790万2千円 31億7,213万2千円 1億2,577万0千円

簡易水道事業特別会計 8億3,081万2千円 7億4,666万1千円 8,415万1千円

集落排水事業特別会計 4億2,915万3千円 5億1,239万3千円 ▲8,324万0千円

合併浄化槽事業特別会計 2億0,874万0千円 2億2,121万5千円 ▲1,247万5千円

とくら温泉施設特別会計 2,070万0千円 3,890万0千円 ▲1,820万0千円

合 　 計 47億8,730万7千円 46億9,130万1千円 9,600万6千円

住 民 1 人 当 た り 119万9千円 113万5千円 6万4千円
※住民1人当たりの金額は、各年度末の住基人口（令和5年度末3,992人、令和4年度末4,135人）で算出しています。

基金（貯金）残高の状況
基 金 名 令和5年度残高① 令和4年度残高② 増減額③（①ー②）

財 政 調 整 基 金 39億7,400万7千円 37億9,943万8千円 1億7,456万9千円
減 債 基 金 1億3,371万5千円 1億4,193万3千円 ▲821万8千円
地 域 福 祉 基 金 1億5,910万0千円 1億5,910万0千円 0千円
ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 1,000万0千円 1,000万0千円 0千円
ふ る さ と づ く り 基 金 3,113万3千円 1,821万4千円 1,291万9千円
地 域 振 興 基 金 7億25万7千円 5億5,415万0千円 1億4,610万7千円
公 共 施 設 等 整 備 基 金 4億9,456万8千円 4億1,475万8千円 7,981万0千円
森 林 づ く り 基 金 2,035万4千円 1,819万5千円 215万9千円
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 999万1千円 742万6千円 256万5千円
東筑摩郡筑北保健衛生施設組合承継基金 0千円 4,173万9千円 ▲4,173万9千円
そ の 他 特 別 会 計 に 属 する基 金 2億2,812万6千円 1億9,643万4千円 3,169万2千円
合 計 57億6,125万1千円 53億6,138万7千円 3億9,986万4千円
住 民 １ 人 当 た り 144万3千円 129万７千円 14万6千円

※住民1人当たりの金額は、各年度末の住基人口（令和5年度末3,992人、令和4年度末4,135人）で算出しています。

≪健全化判断比率の状況≫
指 標 名 令和5年度 令和4年度 早期健全化基準 財政再生基準 説　明
実質赤字
比 率 － － 15.0％ 20.0％ 普通会計における赤字額の標準財政規模に対する割合を

示す指標。赤字がありませんので「数値なし」となりました。

連結実質
赤字比率 － － 20.0％ 30.0％

特別会計も含めた全ての会計における赤字額の標準財政規
模に対する割合を示す指標。全会計で赤字がないため「数値
なし」となりました。

実 質 公
債 費
比 率

2.6％ 2.9％ 25.0％ 35.0％
公債費（借金返済額）やそれに準じる経費の標準財政規模を
基本とした額に対する割合を示す指標。公債費の減少等によ
り対前年度比0.3ポイント低下しました。

将来負担
比 率 － － 350.0％

一般会計等の公債費のほか将来的に支出が見込まれる経費
の標準財政規模を基本とした額に対する割合を示す指標。前
年度と同様に、将来負担額に対して充当可能な財源等が上回
る結果となり「数値なし」となりました。

事 業 概 要 事業費
うち一般財源

うち地方消費税交付金（引き上げ分）

社会福祉
乳幼児福祉医療給付費、保
育所費、老人保護措置費、障
がい者福祉医療給付費等

1億6,401万3千円 1億4,589万3千円 5,524万7千円

社会保険 介護保険に要する経費 289万5千円 289万5千円 109万6千円
保健衛生 予防接種事業費 933万0千円 920万1千円 348万4千円

合　　　　　計 1億7,623万8千円 1億5,798万9千円 5,982万7千円

筑北村の財政指標
地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、令和5年度決算に基づく健全化判断比率と公営企業の資金
不足比率を公表します。

地方消費税交付金（引き上げ分）に係る地方消費税収の使途の公表について
消費税の税率引き上げ分に係る地方消費税交付金は社会保障施策に要する経費に充てることとされています。
筑北村では子ども・子育て世帯、高齢者、障がい者等の支援に関する事業に引き上げ分を活用しています。

≪資金不足比率の状況≫
公営企業会計６会計の資金不足額の営業収益等に対する割合を示す指標。資金不足を生じている会計がないた
め全会計「数値なし」となりました。
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児童手当制度改正のお知らせ

※２「大学生世代の子」とは、平成14年4月
2日から平成18年4月1日までの間に生ま
れた子をいいます。

★高校生世代以下の児童が単身赴任等で
別居している場合、「別居監護申立書」の提
出が必要です。

※１「高校生年代の児童」とは、平成18年4
月2日から平成21年4月1日までの間に生
まれた児童をいいます。

児童手当 確認フロー

いいえ

いいえ

いいえはい

はい

いいえはいはい

いいえはい

いいえ

はいいいえ

はい いいえ

いいえいいえ はい

はい

はい

いいえはい

筑北村から児童手当が支給されていますか？

高校生年代の児童はいますか？
（※１）

父母等のうち所得の高い方は公務
員ですか？

高校生年代の児童は支給要
件児童として登録されてい
ますか？ 父母等のうち所得の高い方は筑北

村に住民票がありますか？

大学生世代の子
（※２）
はいますか？

高校生年代以下の児童
と大学生世代の子の合
計は３人以上ですか？

①へ ②へ ③へ ④へ

職職場場ににごご確確認認くくだだささいい

住民票のある自治体
へご確認ください

大学生世代の子（※２）は
いますか？

大学生世代の子（※２）
はいますか？

申請不要

高校生年代以下の児童
と大学生世代の子の合
計は３人以上ですか？

申請不要

高校生年代以下の
児童と大学生世代
の子の合計は３人
以上ですか？

①の場合
・「額改定請求書」

②の場合
・「額改定請求書」
・「監護相当・生計費の負担について

の確認書」

③の場合
・「認定請求書」
・「監護相当・生計費の負担について

の確認書」
・請求者本人の健康保険証 の写し 、
通帳またはキャッシュカード の写し

④の場合
・「認定請求書」
・請求者本人の健康保険証 の写し 、
通帳またはキャッシュカード の写し

用紙は役場窓口、または村ホームページ
から取得してください。

【提出いただく書類】

○支給期間がこれまでの15歳年度末から18歳年度末まで延長されます。

23歳 20歳 17歳 13歳 6歳
カウント外 第１子 第２子 第３子 第４子

(令和６年10月～)

(～令和６年９月) カウント外 第１子 第２子 第３子

改正後

改正前

○「第３子以降」のカウント対象の年齢がこれまでの18歳年度末から22歳年度末まで延長されます。
　（子供が３人以上いる場合に必ずしも「第３子以降」としてカウントされるわけではありません。

監護に相当する世話等をし、その生計費を負担している必要があります。）

歳年度末 歳年度末

支給範囲算定範囲

歳年度末

支給範囲算定範囲

大学生世代の子の監護・経済的負担がある場合に、算定範囲児童のカウント対象となります。

第３子以降のカウント方法について

令和６年 月 月支給分から 児童手当制度が一部改正されます。改正に伴い、申請が必要な場合と不要な

場合があります。以下の「児童手当 確認フロー」参照の上、申請が必要な方は申請をしてください。

【お問い合わせ先】住民福祉課 住民係（TEL 66-2111）
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女性検診（子宮・乳房検診）を受けましょう!!
今年度、村の女性検診を受けられなかった方は、村外の指定医療機関で受けることができます。

受診期間は令和６年４月１日から令和７年３月 31 日まで、この間に１回のみの検診です。

今年度、村の集団検診を受けた方は受けることができません。

また、村からの受診料の補助は２年に１度となります。

検診を希望される方は、住民福祉課(電話 66-2111)までご連絡ください。

１．対象者および検診料

子宮頸がん検診 乳房(マンモグラフィ)検診

対象 筑北村に住民票のある満 20 歳以上の女性 筑北村に住民票のある 40 歳以上の女性

検診料 1,500 円(子宮頸がん検診のみ) 2,000 円

２．指定医療機関

①子宮頸がん検診指定医療機関

松本市内 14 ヶ所(順不同)

相澤健康センター 上條記念病院

上條産婦人科医院 城西病院

南天診療所 松本市立病院

ゆり産婦人科医院 丸の内病院

吉野産婦人科医院 横西産婦人科

小谷ウィメンズクリニック ほりうちレディースクリニック

北原レディースクリニック わかばレディス＆マタニティクリニック

安曇野市内４ヶ所 順不同

安曇野赤十字病院 あづみ野レディースクリニック

医療法人 仁雄会 穂高病院 白木医院

➁マンモグラフィ検診指定医療機関

安曇野市内４ヶ所 順不同

安曇野赤十字病院 医療法人 仁雄会 穂高病院

髙橋医院 村山医院

11 10



管理栄養士の食がくコーナー　～食を「学」ぼう！食を「楽」しもう！～

★はじめよう！減塩生活 おいしく減塩1日マイナス2g

健康長寿のための減塩の取り組みはなぜ必要？

次号に続きます

労働者安全衛生総合研究所からのお知らせ労働者安全衛生総合研究所からのお知らせ
独立行政法人 労働者健康安全機構独立行政法人 労働者健康安全機構

労働安全衛生法関係法令の改正により、令和6年4月1日から職場における化学物質規制が、大きく見直
しとなっています。
変更（改正）のポイント
▶化学物質の製造事業者およびそれを取り扱う事業者における危険性・有害性に関する情報の伝達が強化さ

れます。
▶事業者は、その情報に基づいてリスクアセスメントを行い、化学物質によるばく露防止対策を実行する必要

があります。
▶今後、数年かけて、SDS（※1）やラベル（※2）の交付対象物質が約900物質から約2,300物質に拡

大します。
▶事業場によっては、新たに「化学物質管理者」の選任義務が発生します。
※1…SDSとは、Safety Data Sheetの頭文字をとったもので、事業者が化学物質および化学物質を含んだ製品を、

他の事業者に譲渡・提供する際に交付する、化学物質の危険有害性情報を記載した文書のことです。
※2…ラベルとは、SDS情報を簡略化し、化学品の危険有害性の種類や程度に関する情報を、容器や

包装に貼り付けたもののことです。

【お問い合わせ先】事業者のための化学物質管理無料相談窓口　TEL 050-5577-4862

生活習慣病治療者 高血圧治療者 松本圏域
人数（A） ％ 人　数 ％／（A） ％

国保40歳〜64歳 112 33.8 92 82.1 72.4

国保65歳〜74歳 428 65.3 357 83.4 80.9

75歳以上 947 83.2 836 88.3 85.8

◦村の健康課題は？

◦減塩による効果は？（高血圧の方の場合）

・減塩による効果は1週間〜 1か月ほどで現れるとされ
　血圧を下げる薬の効き目も良くなる
・食塩摂取量を1日6g 未満にすると…
　上の血圧5㎜Hg、下の血圧3㎜Hgほど低下
・日本人全体の上の血圧が 5 ㎜ Hgずつ低下した場合
　脳卒中による死亡が16％減少する
・血圧の低下により認知症も予防できる

高血圧を治療している方は、
松本圏域と比べると多い状況で
す。また、昨年度の尿中塩分測
定より、筑北村の平均塩分摂取
量は、約9.9gでした。長野県
の塩分摂取目標量は1日8gの
ため、約2gオーバーしています！

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、
10
月
12

日
（
土
）、
西
条
温
泉
と
く
ら
の
「
秋

の
感
謝
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
は
少
し
早
い
も

の
の
、仮
装
し
た
親
子
連
れ
を
始
め
、

大
勢
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

11
時
の
開
会
式
を
ス
タ
ー
ト
に
、

地
元
産
キ
ノ
コ
や
野
菜
な
ど
を
使
っ

た
「
キ
ノ
コ
汁
」
に
は
長
い
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
人
気
で
し
た
。

駐
車
場
で
は
、
と
く
ら
の
マ
ツ
タ

ケ
入
り
特
製
弁
当
、
ジ
ビ
エ
バ
ー

ガ
ー
な
ど
が
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
販
売

さ
れ
た
ほ
か
、
商
工
会
、
村
内
の
飲

食
店
や
直
売
所
の
皆
様
の
ブ
ー
ス

村
で
は
観
光
事
業
の
一
環
と
し

て
、
観
光
名
所
を
巡
り
な
が
ら
駅
か

ら
駅
ま
で
歩
く
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ
」（
秋
版
）
を
10
月
20
日
（
日
）
に

開
催
し
ま
し
た
。

旧
国
鉄
の
廃
線
敷
を
歩
く
コ
ー
ス

は
夏
に
続
き
2
回
目
と
な
り
ま
す

が
、
前
回
同
様
、
参
加
者
は
地
図
を

片
手
に
西
条
駅
を
9
時
か
ら
12
時
ま

で
の
好
き
な
時
間
帯
に
出
発
し
、
37

年
間
立
ち
入
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ト

ン
ネ
ル
内
や
廃
線
敷
を
歩
き
、
西
条

温
泉
と
く
ら
経
由
で
西
条
駅
ま
で

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
小
雨
が
降
る

生
憎
の
天
候
で
少
し
肌
寒
さ
を
感
じ

ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
秋
晴
れ
の
天

気
へ
と
変
わ
り
、
参
加
者
は
総
距
離

8
㎞
弱
を
気
持
ち
よ
く
歩
い
て
い
ま

し
た
。

廃
線
敷
き
は
、
西
条
駅
側
か
ら
小

仁
熊
ト
ン
ネ
ル
（
3
6
5
ⅿ
）、
第
一

白
坂
ト
ン
ネ
ル
（
45
ⅿ
）、
第
二
白
坂

ト
ン
ネ
ル
（
2
0
9
4
ⅿ
）
と
続
き
、

明
科
駅
へ
向
か
い
ま
す
。

現
在
は
、
第
二
白
坂
ト
ン
ネ
ル
入

り
口
ま
で
し
か
歩
け
ま
せ
ん
が
、
第

二
白
坂
ト
ン
ネ
ル
内
も
歩
き
た
い
と

の
要
望
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は

要
望
に
応
え
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や

安
曇
野
市
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

は
、
お
弁
当
や
農
産
物
な
ど
を
買
い

求
め
る
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
館
内
で
は
、
お
楽
し
み
抽

選
会
、
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
が
も
ら

え
る
子
ど
も
広
場
、
ち
く
ほ
く
シ
ャ

イ
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
よ
る
「
e
ス
ポ
ー

ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
も
開
か
れ
ま
し

た
。改

め
て
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

皆
様
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
愛
さ

れ
る
温
泉
施
設
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
利
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

西
条
温
泉
と
く
ら

西
条
温
泉
と
く
ら

秋
の
感
謝
祭
を
開
催

秋
の
感
謝
祭
を
開
催

廃
線
敷
を
歩
く「

廃
線
敷
を
歩
く「
J
R
J
R
駅
か
駅
か

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」を
開
催

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」を
開
催
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産業課からのお知らせ

年年末末ののももちち加加工工坂坂北北農農産産物物加加工工施施設設予予約約受受付付ににつついいてて
もち加工の時期を迎えました。坂北農産物加工施設でのもち加工は、１２月に利用が

集中するため、以下のとおり事前予約をお願いします。

予約受付期間

①１１月２３日（土）（午前９時から午後３時まで

１１月２４日（日）（午前９時から 時まで

坂北農産物加工施設 電話６６ ２５８１ 利用されるご本人が、直接連絡して下さい。

②１１月２５日 月 ～１１月２９日（金）産業課（℡ ）

③１１月３０日以降は、平日 ～ の間で産業課（℡ ）へ申込みください 。

※ ご希望の日時が重なった場合は、指導員から連絡します。

※ 加工施設の電話は、１回線のみのためつながり難く、ご不便をおかけします。

利用可能期間

内期　　間 容 作業時間

１２月７日 土 ～１２月２７日 金 もちつき、真空パック
午前８時３０分～

午後５時

１２月２８日（土） 真空パックのみ
午前８時３０分～

正 午

※ 月 日以前の利用を希望する方は、ご相談ください。指導員の都合により調整します。

利用上の注意

① 加工日の３日前には、指導員から日時、もちの種類等の確認をさせていただきます。

連絡が無い場合は加工所までお問合せください。

② もちの種類と量（ 臼あたり）

・普通もち ： もち米５㎏（目安として３升２合）
・キビもち ： もち米３㎏・キビ２㎏
（キビの割合は自由ですが合計で５ まで。）
・豆 も ち ： もち米 ㎏・豆４００ （豆は洗わず持参してください。）

③ 使用料 当日現金にてお支払い下さい。

ご自身で加工したもち ： １臼 ＝ ５６０円（ご自身が作業する場合）

指導員による請け加工 ： １臼 ＝２ ６００円（材料は利用者が用意してください。）

④ 衛生対策

加工所内ではマスクの着用をお願いします。

その他

① 月 日～ 月 日の間は、 臼すべてを丸餅加工することはできません。
② １日に加工できる餅は３５臼までとなります。
③ うるち米の加工、塩分を含む材料等の加工は機械の故障原因になるため行いません。
④ 坂井もち加工場は、役場産業課にて平日 午前 ～ の間予約を受付けます。

農農産産物物加加工工施施設設のの利利用用ににつついいてて
村内には加工施設が、各地域にありますのでご利用ください。

施設について

施設名（所在地） 地域 予約先加工内容

① 西条農産物加工流通施設 本城 味噌、真空ﾊﾟｯｸ
６６－２１１１

（産業課）

② 坂井農産物加工施設 坂井
ｼﾞｭｰｽ、もち、真空ﾊﾟｯｸ、

えごま搾油 ６６－２１１１

（産業課）
③ 坂井農産物加工施設 ※１ 坂井

そば製粉、そば石抜き、

そば乾燥

④
坂井高齢者活動・生活支援促進機械

施設農産物加工センター
坂井

漬物、味噌、麹、

真空ﾊﾟｯｸ

６６－２１１１

（産業課）

⑤ 坂北農産物加工施設 ※２ 坂北

味噌、麹、豆腐、ｼﾞｭｰｽ、

もち、赤飯、真空ﾊﾟｯｸ、

乾燥加工（大根、イモ）

６６－２５８１

（加工施設）

６６－２１１１

（産業課）

※ 施設に玄そばを直接持ち込みの上、備え付けの申請書に記入後、産業課（ ）
へ電話して下さい。

※ 指導員が加工作業のお手伝いをしますので、初めての方も安心してご利用いただけます。

利用上の注意事項

①申請書の記入

ご利用にあたっては、「農産物加工施設申請書」の記入をお願いします。なお、申請書は
役場産業課、各支所、各加工施設にあります。

②利用可能時間

午前８時 分～午後６時

３狩猟解禁にに伴うお願い

狩猟期間

①銃器使用による狩猟 令和６年１１月１５日～令和７年２月１５日

②わな使用による狩猟 令和６年１１月１５日～令和７年３月１５日

注意事項

狩猟期間中に山林へ入られる場合は、目立つ服を着て、できる限り複数人で入山するなど

注意をお願いします。
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 異常降雪時には最優先除雪路線を定め除雪を行います。

【異常降雪時の定義】

　① 30㎝以上の積雪があり、その後も断続的に降雪のおそれのある場合。

　② 事前の圧雪と今後の降雪の予測により、道路交通に支障が出ると判断した場合。

【最優先除雪路線とは】

　　異常降雪時に優先して除雪を行う路線です。特に交通量の多い村道及び国・県道に

　通じる村道を対象とします。実際の対応方法としては、下記の図①、②のとおりとな

　ります。

除雪の目的について
　除雪は、降雪時や路面凍結時に通行車両がスタッドレスタイヤやチェーンなどの安全

装置をし、路面状況に応じた運転を行っている場合の交通の安全確保、特に通勤通学の

交通を確保するために行います。

　村・県道　…　役場又は各支所前10㎝以上

　国・県道　…　10㎝以上

　※ 通常降雪時は、昨年と同じ路線の除雪を行います。

異常降雪時の最優先除雪路線について

除雪開始の基準について

令和 年度 除雪作業のお知らせ

①それぞれの集落から国・県道に通じ

る村道の通行可能な状態が確保され

た場合、集落と集落を結ぶ村道の除

雪は、全ての最優先除雪路線の除雪

が終わった後に実施します。

②集落から国・県道に通じる村道１路

線の通行可能な状態が確保された場

合、その集落から国・県道へ通じる

別の村道の除雪は、全ての最優先除

雪路線の除雪が終わった後に実施し

ます。

図① 図②

除雪に関するお願い

住民の方への塩カル配布について

冬期通行止め路線等について

１．自動車の路上駐車は、除雪の妨げになりますので、やめてください。

２．除雪は、限られた除雪機により主要道路から行なうため、地区によっては除雪が遅

　　くなる場合がありますがご理解ください。

３．除雪の実施により、道路の両側にはどうしても除雪した雪が残ってしまいます。除

　　雪作業の時間によっては、住宅の出入口や他道路の交差点部分について、皆さんの

　　除雪作業後に、再度雪を残していく場合があります。その際は、お手数でも残った

　　雪の除雪について、ご理解、ご協力をいただくようお願いいたします。

　安全な道路交通を確保するために、道路の凍結部分や公共施設の駐車場等に散布する
場合、本城・坂北地域は建設課、坂井地域は坂井支所塩カル倉庫で塩カルを配布しま
す。
　塩カルの受け取りは、区長又は常会長とし、それ以外の場合は必ず区長又は常会長の
了承を得て、一回一人３袋までとします。
　なお、受け取り時間は、午前８時３０分から午後５時までとします。
　また、時期によっては村で管理している塩カルの在庫数が著しく少なくなる場合があ
ります。その際は、一回にお渡しできる数も少なくなる場合がありますのでご了承くだ
さい。

お問い合わせ先
◇村道の除雪に関すること

　建設課 建設係　 　　TEL ６６－２１１１

◇国道、県道の除雪に関すること

　松本建設事務所 維持管理課

　　●平日(8:30～17:15)　　TEL　４０－１９６５

　　●夜間・土日・祝祭日 　TEL　４７－７８００

【一般県道真田新田線】
　  区間　筑北村真田～上田市上室賀

　  期間　令和6年11月27日(水)11：00　～　令和7年4月15日(火)15：00（予定）

【一般県道聖高原杉崎線・一般県道聖高原千曲線】
  　区間　筑北村坂井大野田～麻績村聖高原

  　期間　令和6年11月29日(金)11：00　～　令和7年4月15日(火)11：00（予定）

  ※　村道冠着線は落石の危険があるため、通年全面通行止めになっています。

【村道　小仁熊上古井堂線】
　区間　国道403号線～筑北スマートインター

　期間　令和6年11月20日（水）11：00　～　令和7年4月15日（火）11：00（予定）
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宅地造成及び特定盛土等規制法について
長野県では、令和３年７月に静岡県熱海市で発生した土石流災害を踏まえて施行された「宅地造

成及び特定盛土等規制法（通称：盛土規制法）」に基づく規制区域を指定するため、基礎調査を実施

しました。

この度、この規制区域の案についてパブリックコメントを実施します。

○募集期間

月 日（金）から 月 日（月）まで

○閲覧場所

・県ホームページ

・長野県建設部都市・まちづくり課（長野県庁本館７階）

・行政情報センター及び各合同庁舎の行政情報コーナー

○ご意見の提出方法及び提出先

次のいずれかで提出してください。

・郵送、ファクシミリ、電子メールのいずれか（〒 長野県建設部都市・まちづくり課、

メール ）

・ホームページに記載の「お問い合わせフォーム」から

※電話や口頭によるご意見はお受けいたしません。

※ご意見への個別回答はしませんが、ご意見の概要と県の考え方を長野県ホームページに公表する予定です。

＜盛土規制法の概要＞

長野県知事が、盛土等により人家やその他の保全対象に被害を及ぼす可能性のある区域を指定し

ます。規制区域内で一定の盛土等を行う場合は許可申請等が必要となります。

規制区域の種別 宅地造成等工事規制区域 特定盛土等規制区域

区域のイメージ
市街地や集落など、人家や建築物が

まとまって存在しているエリア

地形条件等から保全対象に危害を及

ぼす可能性があるエリア

規制対象
盛土高２ｍ超

盛土又は切土の面積 ㎡超など

盛土高５ｍ超

盛土又は切土の面積 ㎡超など

＜規制の開始時期＞

令和７年５月予定

詳しくは、県ホームページをご覧ください。

【お問い合わせ先】長野県建設部都市・まちづくり課
TEL 026-235-7297 FAX 026-252-7315
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税務署での確定申告の相談を税務署での確定申告の相談を
ご検討の方へご検討の方へ

令和7年1月6日（月）から2月14日（金）までは、税務署内に確定申告会場はありません。

相談を希望される方は、令和7年2月17日（月）から3月17日（月）までの確定申告期
間中に、確定申告会場へお越しください。

※2月14日（金）以前は、確定申告会場を設けていない

ため、所得税・個人消費税・贈与税の申告相談に予約な

くお越しいただいても対応できませんのでご了承くだ

さい。

※確定申告会場への入場には入場整理券が必要です。国税

庁LINE公式アカウントを通じたオンラインでの事前発

行がスムーズです。

【お問い合わせ先】松本税務署　個人課税第1部門　TEL39-3261　

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370

今回の内容
●９月定例会一般質問
●審議事項及び結果

令和6年11月21日発行

第第114114号号

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
長
な

ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
所
信
や
疑

問
を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は
報
告

や
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
結
果
と
し
て
「
現
行
の
政

策
変
更
」
や
「
新
規
政
策
を
採
用
」

さ
せ
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

各
議
員
が
特
に
お
伝
え
し
た
い
内

容
に
絞
っ
て
登
壇
順
（
質
問
順
）
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村
の
考
え
を
問
う

村
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

一
般
質
問

10人の議員が発言…9月定例会10人の議員が発言…9月定例会
登壇順

（質問順） ～質問内容～ 議員名

１ １．村長の公約「６つの政策」の達成状況
窪寺　　務
（p22）

２

１．ふるさと納税の来年 10 月からのルール見直しについて
２．松くい虫被害対応と森林整備事業の進捗状況について
３．若者向け定住促進住宅西条団地問合せ状況について
４．坂井地域デマンドバス実証実験について
５．行政懇談会について

小山　正博
（p22）

３

１．今後の防災計画について
２．若者定住住宅について
３．ほっとステイについて
４．音楽系の合宿について

玉井　玲子
（p23）

４
１．AED（自動体外式除細動器）について 
２．ふれあい広場整備について

藤原　孝一
（P23）

５

１．旧筑北小学校跡地利用現況について
２．令和５年度決算について
３. 区要望事項対応書について
４．工業団地計画の現況について
５．農業の地域計画の進捗状況について

吉池　昌昭
（p24）

６
１．「村政課題」情報共有による、チーム筑北としての対応ついて
２．筑北スマートインターチェンジ開通後の検証及び施策について

宮下　敏彦
（p24）

７
１．サッカーホームタウン制度登録へ向けての進捗について
２．工業団地の進捗について
３．若者定住促進住宅について

山田　直幸
（p25）

８
１．当村の脱炭素政策は？
２．移住者のためのルール作りについて
３．社協主催のこども食堂について

櫻井　新一
（p25）

9

１．DX の進捗状況と検証などについて
２．「地域活性化企業人」について
３．工業団地構想誘致活動について
４．財政運営について

勝田　　昇
（p26）

10
１．「マイナ保険証」の普及と利用促進について
２. 認知症の方に寄り添った地域社会の構築について
３．地域共生社会の構築を目指した就労、貢献活動支援について

一之瀬茂幸
（p26）

議長　鎌
かまだ

田 欣
よしこ

子

【
い
ざ
】に
備
え
る

　
　
　
　
　
救
急
講
習
会
開
催

　

こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　

麻
績
消
防
署
で
す
。

突
然
の
心
停
止
か
ら
の
救
命
に
は

心
肺
蘇
生
法
と
A
E
D
に
よ
る
迅
速

な
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
多
く
の
方
が
A
E
D
と
い
う
言

葉
を
知
り
、
街
中
で
多
く
の
A
E
D

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
未
だ
に
倒
れ
る
と
こ
ろ

を
目
撃
さ
れ
た
心
停
止
の
方
に
対
し

て
A
E
D
を
使
っ
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク

が
な
さ
れ
る
割
合
は
数
%
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。

A
E
D
が
現
場
に
あ
れ
ば
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
の
必
要
性
を
判
断
し
、
救

命
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

も
っ
と
多
く
の
ケ
ー
ス
に
心
肺
蘇

生
法
が
な
さ
れ
、A
E
D
を
使
っ
て
、

も
っ
と
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
社
会

を
目
指
し
て
、知
識
だ
け
で
は
な
く
、

救
命
の
た
め
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と

の
大
切
さ
を
み
ん
な
で
考
え
る
た
め

に
講
習
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
?【

い
ざ
】
と
い
う
時
に
行
動
で
き

る
た
め
に
、
ぜ
ひ
応
急
手
当
て
の
こ

と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

❖
日　

時

　

令
和
6
年
12
月
7
日

　
　
　
　

9
時
か
ら
12
時【
3
時
間
】

❖
内　

容

　

普
通
救
命
講
習
会
【
成
人
対
象
】

❖
場　

所

　

麻
績
村
麻
3
8
3
6
番
地

　

麻
績
村
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

第
3
・
第
4
研
修
室

❖
受
講
申
し
込
み

　

麻
績
消
防
署　

☎
67
―
2
9
9
2

　

明
科
消
防
署　

☎
62
―
2
9
9
2

❖
募
集
定
員

　

30
名

麻
績
消
防
署
か
ら
の

麻
績
消
防
署
か
ら
のお

知
ら
せ

お
知
ら
せ
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質
問　

総
務
省
は
、
寄
付
し
た
人
に
特

定
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
業
者
の
利
用

を
禁
止
す
る
納
税
制
度
の
来
年
10
月
か

ら
の
見
直
し
を
発
表
し
た
。
ま
た
今
年

10
月
か
ら
地
場
産
品
の
線
引
き
を
厳
格

化
す
る
、
過
去
5
年
の
納
税
額
と
見
直

し
に
伴
う
影
響
は
。

総
務
課
長　

令
和
元
年
度
1
︐

4
6
3
万
3
︐
0
0
0
円
、
令
和
2
年
度

1
︐
8
1
6
万
7
︐
0
0
0
円
、
令
和
3

年
度
は
2
︐7
1
8
万
9
︐0
0
0
円
、令

和
4
年
度
は
1
︐8
2
0
万
3
︐
0
0
0

円
、
令
和
5
年
度
は
3
︐
1
1
2
万
6
︐

0
0
0
円
と
推
移
し
て
い
る
。
令
和
5
年

度
は
、
前
年
比
71
%
増
。
本
年
は
8
月
末

で
1
︐
0
9
0
万
9
︐
0
0
0
円
の
申
し

込
み
で
昨
年
比
12
％
増
で
あ
る
。
来
年
の

見
直
し
は
、
サ
イ
ト
間
の
ポ
イ
ン
ト
付
与

の
競
争
が
過
熱
し
て
い
る
こ
と
か
ら
制
度

本
来
の
趣
旨
に
立
ち
返
り
、
実
際
の
財
政

負
担
を
軽
減
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
生
産

地
の
厳
格
化
の
影
響
は
、
少
な
い
と
考
え

る
。

質
問　

近
隣
村
に
比
べ
て
納
税
額
が
、

少
な
い
の
は
、
返
礼
品
の
種
類
が
少
な

い
と
考
え
る
。
返
礼
品
の
開
発
に
向
け

て
の
地
域
資
源
の
洗
い
出
し
は
当
初
計

画
に
も
掲
げ
て
あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長　

現
在
は
、
味
噌
・
は
ぜ
か

け
米
等
の
返
礼
品
が
好
調
で
金
額
も
多

い
。
令
和
4
年
度
キ
ム
チ
や
ピ
ク
ル
ス

を
追
加
、
今
後
は
新
設
及
び
村
内
進
出

予
定
企
業
様
に
も
協
力
頂
き
、
筑
北
村

な
ら
で
の
体
験
事
業
と
か
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
等
も
視
野
に
入
れ
て
開
発

し
た
い
。

質
問　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
設
さ
れ
フ
ァ
ー
ム
め
ぶ
き
の

そ
ば
製
粉
工
場
も
稼
働
中
で
あ
り
、
ま

た
坂
井
地
域
で
は
綿
半
H
・
D
系
の
豚

舎
が
本
年
度
に
建
設
予
定
だ
。
そ
れ
ら

の
企
業
に
協
力
頂
き
返
礼
品
開
発
を
検

討
し
て
欲
し
い
。

質
問　

企
業
誘
致
関
連
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
が
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
よ
る
産
業
振
興
と
雇
用
の

達
成
度
を
伺
う
。

村
長　

企
業
誘
致
で
は
、
現
在
1
社
が

誘
致
済
み
で
、
B
・
C
区
画
含
め
広
い

面
積
を
希
望
し
、
開
発
を
検
討
し
て
い

る
企
業
が
あ
る
。

村
の
基
本
方
針
と
し
て
、
企
業
側
で
土

地
購
入
や
造
成
、
開
発
行
為
の
申
請
等

行
っ
て
も
ら
う
前
提
で
進
め
て
い
る
。

達
成
度
に
つ
い
て
は
、
未
達
成
と
な
る

が
、
引
き
続
き
対
応
し
て
い
く
。

　

雇
用
の
面
で
は
、
あ
ず
み
野
F
M
で
、

従
業
員
募
集
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
、

定
期
的
に
放
送
し
、
成
果
に
繋
が
っ
て

い
る
。

質
問　

村
は
3
か
村
の
合
併
に
よ
り
誕

生
し
、
重
複
し
て
い
る
施
設
も
多
く
、

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
等
で
、
撤
去

等
の
方
向
付
け
を
進
め
て
き
て
い
る
が
、

施
設
の
統
廃
合
の
今
後
の
取
り
組
み
と

現
在
ま
で
の
達
成
度
を
伺
う
。

村
長　

施
設
の
統
廃
合
だ
け
で
な
く
、

施
設
の
売
却
・
譲
渡
・
用
途
変
更
等
検

討
を
加
え
、
公
共
施
設
の
ス
リ
ム
化
に

よ
る
維
持
管
理
経
費
削
減
に
向
け
、
一

定
の
成
果
が
で
て
い
る
。
今
後
も
、
国

保
診
療
所
の
譲
渡
等
計
画
し
て
い
る
。

　

達
成
に
向
け
順
調
に
推
移
し
て
い
る

が
、
統
廃
合
や
除
却
に
つ
い
て
住
民
合

意
を
得
て
進
め
る
た
め
、
時
間
を
要
す

る
事
業
で
あ
る
が
、
一
つ
一
つ
解
決
し

て
い
く
。

質
問　

大
規
模
な
施
設
の
改
修
修
繕
に

は
、
多
大
な
財
源
確
保
が
必
要
と
な
る

の
で
、
将
来
を
見
据
え
て
、
早
期
の
決

断
を
期
待
し
た
い
。

村
長　

施
設
除
去
等
に
対
す
る
費
用
の

増
加
を
想
定
し
、
健
全
財
政
を
進
め
る
。

　

大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
住
民
の
理

解
を
得
て
進
め
て
い
く
。

新
返
礼
品
の
開
発
状
況
は

施設マネジメント検討施設

Q
村
長
の
公
約
「
６
つ
の
政
策
」

の
達
成
状
況

A
一
つ
一
つ
着
実
に
進
め
て
き

て
い
る

Q
ふ
る
さ
と
納
税
来
年
か
ら
の

ル
ー
ル
見
直
の
影
響
は

A
ポ
イ
ン
ト
の
有
無
の
影
響
は
、

現
時
点
で
は
未
知
数
で
今
後

注
視

窪
くぼてら

寺　 務
つとむ

小
こやま

山 正
まさひろ

博

質
問　

心
停
止
直
後
は
心
室
細
動
に
な

る
こ
と
が
多
く
迅
速
に
治
療
す
る
こ
と

が
、
最
も
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。
除

細
動
が
1
分
遅
れ
る
ご
と
に
生
存
退
院

率
が
7
%
か
ら
10
％
ず
つ
低
下
す
る
と

聞
い
て
い
る
。
公
共
施
設
へ
の
設
置
は

21
か
所
設
置
さ
れ
て
い
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
公
共
施
設
で
設
置
さ
れ
て
い
な

い
施
設
が
あ
る
か
、
ま
た
公
共
施
設
以

外
の
設
置
状
況
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
21
か
所
設
置
済
で
設
置
場
所
等
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
、
そ
ば
処
さ
か
い
な
ど
、
村

内
外
か
ら
人
が
集
ま
る
場
所
に
設
置
さ

れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
設
置

が
必
要
で
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
本

城
体
育
館
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
本

城
公
民
館
や
西
条
温
泉
と
く
ら
が
近
く

に
あ
る
と
言
う
事
で
設
置
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
管
理
部
署
の
教
育
委
員
会

事
務
局
と
協
議
し
て
進
め
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
管
理
部
署
が
あ
る
の
で
、
再
度

未
設
置
場
所
で
設
置
が
必
要
と
思
わ
れ

る
場
所
は
、
庁
内
で
検
討
し
て
い
く
。

公
共
施
設
以
外
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

は
、
村
で
調
査
し
た
こ
と
が
な
い
の
で

現
在
把
握
し
て
い
な
い
。

質
問　

村
内
外
か
ら
人
の
出
入
り
が
多

い
ふ
れ
あ
い
広
場
に
設
置
さ
れ
て
い
な

い
と
思
う
が
。

住
民
福
祉
課
長　

ふ
れ
あ
い
広
場
は
教

育
委
員
会
管
理
で
す
が
、
今
見
ま
す
と

そ
こ
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
城
体
育
館
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
係
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

現
在
手
元
に
あ
る
A
E
D
を
利
用
頻
度

の
高
い
本
城
体
育
館
へ
設
置
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に

つ
い
て
も
教
育
委
員
会
事
務
局
と
協
議

す
る
中
で
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

21
か
所
の
指
定
避
難
所
の
う
ち

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
避
難
所

は
い
く
つ
あ
る
の
か
、
暖
房
設
備
は
充

分
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

エ
ア
コ
ン
が
あ
る
避
難
所

は
12
施
設
。
暖
房
器
具
は
18
備
蓄
し
て

い
る
が
体
育
館
な
ど
充
分
整
備
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。　

質
問　

今
後
設
置
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

冷
暖
房
設
備
の
整
備
計
画

は
な
い
。
扇
風
機
や
ス
ト
ー
ブ
の
備
蓄

品
の
充
実
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

地
区
公
民
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

の
補
助
金
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

集
会
施
設
等
整
備
事
業
補

助
金
で
二
分
の
一
補
助
の
制
度
が
あ
る
。

村
長　

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
増
設
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

防
災
の
た
め
の
新
た
な
計
画
は
。

総
務
課
長　

女
性
向
け
の
防
災
講
演
会

を
計
画
し
て
い
る
。
県
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
防
災
備
蓄
品
な
ど
を

見
直
し
、
し
っ
か
り
備
え
て
い
く
。

質
問　

防
災
対
策
に
つ
い
て
村
長
の
考

え
は
。

村
長　

住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め

に
、
耐
震
診
断
や
耐
震
工
事
補
助
金
の

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
過
去
の
災

害
を
忘
れ
な
い
た
め
、
来
年
の
生
活
カ

レ
ン
ダ
ー
に
災
害
の
記
録
を
載
せ
る
計

画
。
住
民
ア
プ
リ
で
も
、
防
災
機
能
強

化
に
取
り
組
む
。

質
問　

と
く
ら
と
冠
着
荘
で
ど
ん
な
音

楽
系
合
宿
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

観
光
課
長　

と
く
ら
で
は
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
、
冠
着
荘
で
は
吹
奏
楽
や
マ
ン

ド
リ
ン
の
予
約
が
あ
る
。

質
問　

今
後
の
P
R
方
法
は
。

観
光
課
長　

以
前
利
用
の
あ
る
団
体
に

連
絡
し
集
客
に
繋
げ
た
い
。
練
習
会
場

確
保
も
連
携
し
P
R
を
進
め
た
い
。

村
長　

S
N
S
で
の
発
信
も
重
要
だ
と

感
じ
て
い
る
。
成
果
の
発
表
の
場
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

音
楽
系
の
合
宿

Q
今
後
の
防
災
計
画
は

A
女
性
向
け
の
防
災
講
演
会
・

備
蓄
の
充
実

Q
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
設
置
場
所
は

A
21
か
所
へ
設
置
し
て
い
る 玉

たまい

井 玲
れいこ

子藤
ふじわら

原 孝
こういち

一
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質
問　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
S
I
C
）
利
用
台
数
、
E
T
C

車
載
器
設
置
補
助
申
請
状
況
は
。

建
設
課
長　

開
通
以
来
ネ
ク
ス
コ
東
日

本
か
ら
正
式
に
公
表
さ
れ
な
い
。
村
独

自
で
利
用
台
数
の
交
通
量
調
査
を
検
討
。

車
載
器
は
54
名
か
ら
申
請
さ
れ
、
補
助

金
受
付
期
間
は
6
年
度
末
ま
で
。

質
問　

企
業
誘
致
に
関
し
、
村
長
就
任

以
来
「
守
秘
義
務
」
の
一
点
張
り
で

ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
が
状
況
は
。

村
長　

関
心
を
示
す
企
業
は
い
る
。
企

業
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
企
業
名
等
は

差
し
控
え
る
。

質
問　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
開
通
後
の
効
果
と
今
後
の
施
策
は
。

村
長　

村
外
の
方
で
も
購
入
で
き
る
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
等
で
誘
客
。
一
定
の
整
備
効

果
が
あ
っ
た
。
企
業
誘
致
活
動
、
村
の

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
合
併
20

周
年
事
業
と
廃
線
敷
の
整
備
を
進
め
る
。

質
問　

建
設
中
の
若
者
定
住
「
西
条
団

地
」
や
「
夢
パ
レ
ッ
ト
坂
北
」
等
村
営

住
宅
の
申
し
込
み
が
低
調
だ
が
対
応
は
。

建
設
課
長　

空
き
家
バ
ン
ク
担
当
課
等

連
携
を
図
っ
て
P
R
活
動
を
行
う
。

質
問　
役
場
職
員
の
入
居
申
請
は
で
き
る
か
。

村
長　

可
能
で
あ
る
。

質
問　

温
泉
施
設
の
現
状
課
題
を
共
有

し
、
職
員
が
で
き
る
範
囲
で
施
設
を
活

用
し
P
R
す
る
事
を
切
望
す
る
が
。

観
光
課
長　

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
等
情
報

を
全
職
員
に
共
有
し
、
利
用
促
進
に
向

け
更
な
る
集
客
に
つ
な
げ
る
。

質
問　

学
校
運
営
を
す
る
契
約
が
で
き

な
く
な
り
、
令
和
6
年
度
以
降
と
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
は
。

企
画
財
政
課
長　

専
門
学
校
と
利
用
す

る
案
と
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
計
画
も

あ
る
の
で
、
問
題
な
い
。

質
問　

e
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
と
言
っ

て
初
め
て
、
で
き
な
く
な
っ
た
、
今
後

譲
渡
な
ど
す
る
場
合
慎
重
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。

質
問　

運
動
施
設
利
用
収
入
、
維
持
管

理
費
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
、
や
す
ら
ぎ
野

球
場
収
入
6
万
円
余
、
施
設
維
持
管
理

費
1
2
0
0
万
円
余
、
本
城
体
育
館
収

入
31
万
円
余
、
支
出
2
4
0
万
円
余
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
体
育
館
収
入
17
万
円
余
、

支
出
68
万
円
余
、
こ
の
状
況
は
村
民
の

税
金
を
使
っ
て
適
切
で
な
い
と
考
え
る
。

契
約
変
更
で
何
と
か
し
て
い
か
な
い
と
、

あ
と
10
年
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
行
く
と

若
者
住
宅
が
何
棟
で
き
る
で
し
ょ
う
。

教
育
次
長　

規
則
規
定
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
減
免
し
て
い
る
、
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

質
問　

と
く
ら
収
入
8
2
0
0
万
円
余
、

一
般
会
計
繰
り
入
れ
8
0
0
0
万
円
余
、

坂
北
荘
収
入
1
2
0
0
万
円
余
、
繰
入

金
1
9
0
0
万
円
余
、
福
祉
施
設
で

あ
っ
て
も
異
常
と
考
え
る
。

観
光
課
長　

8
月
の
検
討
委
員
会
で
入

浴
、
宿
泊
料
金
を
検
討
。

質
問　

昨
年
上
永
井
区
で
水
路
改
修
を

要
望
し
た
と
こ
ろ
、
重
機
が
入
れ
な
い

の
で
改
修
工
事
は
で
き
な
い
と
回
答
。

村
長
は
、
こ
の
よ
う
な
回
答
を
出
す
と

い
う
こ
と
は
、
山
の
中
の
農
業
は
止
め

ろ
と
思
っ
て
の
回
答
な
の
か
。

村
長　

一
つ
一
つ
の
回
答
ま
で
は
全
部

見
き
れ
て
い
な
い
。
2
回
訪
れ
場
所
は

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
担
当
課
と
地

元
で
協
議
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

農
業
は
、
村
の
基
幹
産
業
今
ま
で
通

り
対
応
し
て
い
く
。

令
和
5
年
度
決
算

区
要
望
の
対
応
書

「
村
政
課
題
」
情
報
共
有
に
よ
る

チ
ー
ム
筑
北
と
し
て
の
対
応

Q
旧
筑
北
小
学
校
跡
利
用
の
現
況

A
契
約
に
よ
る
利
用
が
さ
れ
て

い
る

Q
筑
北
Ｓ
Ｉ
Ｃ
活
性
化
策
、
国
道

４
０
３
号
坂
北
大
橋
か
ら
西

条
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
間
「
農

業
振
興
地
域
」
除
外
を

A
大
規
模
開
発
等
の
計
画
が
な
い

の
で
県
の
同
意
得
ら
れ
な
い 吉

よしいけ

池 昌
まさあき

昭宮
みやした

下 敏
としひこ

彦

質
問　

生
坂
村
で
は
国
の
補
助
金
を

使
っ
て
全
面
的
に
脱
炭
素
政
策
を
行
っ

て
い
る
が
当
村
の
脱
炭
素
政
策
に
つ
い

て
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

生
坂
村
で
の
取
り
組

み
は
承
知
し
て
い
る
が
、
当
村
で
は
取

り
組
む
計
画
は
な
い
。
現
在
村
に
お
い

て
は
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
を
推
進
す

る
た
め
家
屋
の
屋
根
等
に
設
置
す
る
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
、
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
、
電
気
自
動
車
購
入
へ
の
補
助
を

実
施
し
て
い
る
。
現
在
10
件
の
申
請
が

あ
る
。
ま
た
今
年
度
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
と
い
う
こ

と
で
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
に
設
置
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
個
人
個
人
が
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
、

ゴ
ミ
の
分
別
減
量
化
も
そ
の
一
つ
と
考

え
る
。
コ
ン
ポ
ス
ト
や
生
ゴ
ミ
処
理
機

へ
の
補
助
も
あ
る
の
で
活
用
し
て
ほ
し

い
。　
　

質
問　

当
村
に
移
住
し
て
来
る
人
の
為

に
村
の
い
ろ
い
ろ
な
決
め
事
を
周
知
し

た
ら
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

現
在
、
区
や
常
会
に

関
す
る
具
体
的
な
資
料
は
な
い
。
区
や

常
会
の
活
動
内
容
が
地
域
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
移

住
希
望
者
か
ら
区
や
常
会
に
対
す
る
質

問
が
少
な
い
こ
と
が
、
資
料
が
な
い
理

由
の
一
つ
で
あ
る
。
区
や
常
会
に
参
加

し
な
い
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
村
も

認
識
し
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
参
加
者
が
減
少
し
、
地
域
全
体
の

一
体
感
に
影
響
が
あ
る
と
懸
念
し
て
い

る
。
村
の
現
在
の
対
応
と
し
て
は
空
き

家
バ
ン
ク
を
利
用
し
、
移
住
す
る
方
に

常
会
へ
の
参
加
を
奨
励
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
移
住
者
の
円
滑
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ
る
。

資
料
作
成
に
つ
い
て
は
現
在
、
区
や
常

会
の
代
表
者
と
協
議
を
お
こ
な
い
、
今

後
の
対
応
策
を
模
索
し
て
い
く
が
、
説

明
資
料
の
作
成
は
検
討
中
で
あ
る
。
ま

た
資
料
作
成
だ
け
で
な
く
、
移
住
希
望

者
向
け
の
説
明
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
別
の
方
法
も
検

討
し
て
い
く
。

質
問　

地
元
へ
の
費
用
対
効
果
の
考
え

調
査
。

村
長　

税
金
を
特
定
の
団
体
に
出
資
す

る
こ
と
の
公
平
性
に
つ
い
て
納
得
感
が

得
ら
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

松
川
村
の
前
村
長
も
費
用
対
効
果
を
感

じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
加
入
は
し

て
い
な
い
。

質
問　

新
規
の
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
。

村
長　

2
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ

る
が
、
私
自
身
、
就
任
後
10
社
程
度
は

ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
り
先
方
と
話
は
し
て

い
る
。

質
問　

住
民
へ
の
説
明
、
方
向
性
周
知

は
。

村
長　

村
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
企
業

側
の
進
出
を
待
っ
て
い
る
こ
と
で
進
捗

が
悪
い
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

村
が
造
成
を
行
い
住
民
が
希
望
す
る
よ

う
な
企
業
が
来
て
も
ら
え
る
か
に
つ
い

て
は
、
私
は
非
常
に
可
能
性
と
し
て
低

い
と
考
え
る
。

質
問　

工
業
団
地
へ
の
考
え
方
は
。

村
長　

残
り
の
1
年
も
村
の
財
政
的
な

も
の
を
考
え
、
村
が
造
成
す
る
の
で
は

な
く
企
業
に
お
任
せ
し
先
方
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
尊
重
し
て
い
く
。
村
側
と

し
て
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
設
け
た
進
め

方
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

単
身
者
向
け
の
集
合
住
宅
建
設
。

建
設
課
長　

現
在
村
で
は
、
単
身
で
の

入
居
希
望
が
非
常
に
多
い
実
情
が
あ
る
。

今
後
の
考
え
方
と
し
て
経
年
劣
化
の
激

し
い
公
営
住
宅
の
更
新
と
一
体
的
に
考

え
る
と
と
も
に
、
既
存
の
公
営
住
宅
の

条
例
改
正
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討

が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

企
業
誘
致
を
考
え
た
と
き
働
く

場
所
と
住
ま
い
は
セ
ッ
ト
で
進
め
な
く

て
村
の
発
展
に
つ
な
が
ら
な
い
。
ぜ
ひ

安
心
し
て
村
へ
住
む
き
っ
か
け
づ
く
り

と
な
る
よ
う
、
単
身
者
向
け
の
住
宅
が

用
意
で
き
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

Q
松
本
山
雅
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
制

度
へ
の
登
録

A
周
辺
自
治
体
の
中
で
入
っ
て
い

な
い
か
ら
と
言
っ
て
加
入
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で

は
な
い

Q
当
村
の
脱
炭
素
政
策

A
計
画
は
な
い
が
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
等
へ
の
補
助
を
実
施

工
業
団
地
の
進
捗

移
住
者
へ
の
対
応

若
者
定
住
促
進
住
宅

山
やまだ

田 直
なおゆき

幸櫻
さくらい

井 新
しんいち

一
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質
問　

D
X
の
進
捗
状
況
と
検
証
な
ど

に
つ
い
て
。

村
長　

D
X
推
進
室
に
つ
い
て
は
、
就

任
後
、
部
署
の
新
設
を
提
案
し
た
が
、

同
意
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
現
在
の
企
画
財
政
課
内
で
対

応
し
て
い
る
。
令
和
6
年
度
の
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
構
想
交
付
金
を
利
用
し
て
、

現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
及
び
住
民
ア
プ
リ
の
構
築
に
関
す

る
事
業
を
実
施
中
で
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
今
ま
で
業
者
任
せ

と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
が
、
今
回
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
・
住
民
ア
プ
リ

の
構
築
は
、
職
員
み
ず
か
ら
が
「
運
用

し
て
い
く
ん
だ
」
、
「
更
新
し
て
い
く

ん
だ
」
と
い
う
意
識
の
切
り
か
え
を
求

め
て
い
る
。

質
問　

誘
致
企
業
名
が
未
だ
に
公
表
さ

れ
な
い
が
、
企
業
名
を
出
さ
な
い
で
ほ

し
い
と
希
望
し
た
会
社
は
何
社
あ
る
の

か
。

村
長　

何
社
か
と
い
う
具
体
的
な
数
字

は
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
多

く
の
企
業
に
つ
い
て
は
「
今
の
誘
致
活

動
に
つ
い
て
は
、
企
業
名
は
伏
せ
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
話
で
あ
る
。

質
問　

S
I
C
付
近
の
用
地
を
道
の
駅

な
ど
具
体
的
な
計
画
提
示
し
た
企
業
は
。

村
長　

道
の
駅
的
な
構
想
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
企
業
は
あ

る
。
プ
レ
ゼ
ン
後
に
、
運
営
の
詳
細
を

訊
ね
た
と
こ
ろ
、
村
が
中
心
の
第
三
セ

ク
タ
ー
で
運
営
し
、
そ
れ
に
対
し
て
そ

の
会
社
が
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
構

想
で
は
、
筑
北
村
で
対
応
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
問
題
が
あ
る
と
企
業
へ
伝
え
た
。

質
問　

行
政
が
軸
と
な
り
小
中
学
校
の

児
童
、
生
徒
、
地
域
の
企
業
団
体
、
自

治
会
と
連
携
し
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座
」
や
「
新
し
い
認
知
症
観
」
を
定

着
さ
せ
る
た
め
の
啓
発
資
料
の
配
布
等
、

認
知
症
に
対
す
る
知
識
、
理
解
を
深
め

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

住
民
福
祉
課
長　

6
年
〜
8
年
度
ま
で

の
第
9
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
認
知
症
施
策
を
実
施
し
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
は
現
在
ま
で
2
6
2

名
の
方
の
受
講
を
終
了
。
村
職
員
、
消

防
団
、
民
生
児
童
委
員
等
実
施
し
た
が
、

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。
学
童
期
か
ら

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
為
教
育
委
員

会
、
小
中
学
校
と
も
協
議
を
行
い
開
催

に
向
け
検
討
す
る
。

質
問　

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
は
相
手

が
理
解
で
き
る
よ
う
届
け
る
ケ
ア
技
法

で
、
効
果
も
検
証
さ
れ
て
い
る
。
当
村

も
普
及
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
。

住
民
福
祉
課
長　

ケ
ア
の
実
践
は
重
要
。

今
後
介
護
事
業
者
と
連
携
し
、
介
護
職

や
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
等
、
広
く
受

講
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
研
修
の
実
施

を
検
討
す
る
。

質
問　

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
普
及
と

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
は

住
民
福
祉
課
長　

テ
レ
ビ
松
本
「
筑
北

月
間
ニ
ュ
ー
ス
」
で
の
広
報
活
動
、
9

月
の
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
で
の
掲
載
、

新
し
く
交
付
さ
れ
る
保
険
証
に
同
封
し

周
知
し
て
い
る
。

質
問　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
取
得
率
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
状
況
と
課
題
は
。

住
民
福
祉
課
長　

本
年
度
に
入
り
医
療

機
関
等
の
依
頼
で
来
庁
さ
れ
る
ケ
ー
ス

自
宅
、
施
設
へ
の
訪
問
依
頼
も
増
加
。

働
く
世
代
も
含
め
幅
広
い
世
代
に
周
知

し
て
ゆ
く
。

質
問　

ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
で
き
る
「
給
付
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
は
。

企
画
財
政
課
長　

導
入
に
向
け
て
は
初

期
導
入
費
、
既
存
シ
ス
テ
ム
へ
の
連
携

改
修
も
必
要
。
費
用
対
効
果
、
他
自
治

体
の
動
向
を
見
て
判
断
し
て
い
く
。

工
業
団
地
構
想

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及

Q
認
知
症
の
方
に
寄
り
添
っ
た
地

域
社
会
構
築
の
取
り
組
み
は

A
更
な
る
取
り
組
み
の
強
化
を

行
う

Q
D
X
の
進
捗
状
況
は

A
企
画
財
政
課
を
中
心
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
及

び
住
民
ア
プ
リ
の
構
築
を
実

施
中

一
いちのせ

之瀬 茂
しげゆき

幸 勝
かつた

田　 昇
のぼる

工場団地予定地

1．認定
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

令和５年度 筑北村一般会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村バス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村とくら温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村差切峡温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村冠着温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

※いずれも全会一致

2．議案
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

令和6年度筑北村一般会計補正予算（第3号） 可　決
令和6年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第1号）令和6年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第1号）令和6年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村簡易水道事業会計補正予算（第2号）令和6年度筑北村簡易水道事業会計補正予算（第2号） 可　決
令和6年度筑北村集落排水事業会計補正予算（第2号）令和6年度筑北村集落排水事業会計補正予算（第2号） 可　決
令和6年度筑北村合併浄化槽事業会計補正予算（第2号）令和6年度筑北村合併浄化槽事業会計補正予算（第2号） 可　決
筑北村公告式条例等の一部を改正する条例について筑北村公告式条例等の一部を改正する条例について 可　決
筑北村国民健康保険条例の一部を改正する条例について筑北村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可　決
筑北村公営住宅等管理及び整備基準に関する条例 の一部を改正する条例筑北村公営住宅等管理及び整備基準に関する条例 の一部を改正する条例 可　決
松本広域連合の消防費負担金算定基準の変更及び松本広域連合規約の変更について松本広域連合の消防費負担金算定基準の変更及び松本広域連合規約の変更について 可　決
長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可　決

※いずれも全会一致

2．議案
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書 採　択
刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を求める意見書 採　択
政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める
意見書 採　択

国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書 採　択
※採択された意見書は関係機関へ送付しました。

令和6年9月定例会審議結果
９月６日から９月13日までの日程で行われた令和６年９月定例会の議案の審議結果は、以下のとおりです。
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10
月
6
日（
日
）
に
筑
北
村
サ
ッ

カ
ー
場
に
お
い
て
、ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

運
動
会
競
技
4
種
目
、
6
種
類
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会（
バ
ブ
ル

ボ
ー
ル・ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン・タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
・
ヒ
ッ
ト
だ
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
・
ス
ト
ラ

イ
ダ
ー
）を
行
い
、総
勢
1
4
1
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

9
月
8
日
（
日
）
に
筑
北
小
学
校

校
庭
を
会
場
に
坂
井
地
域
分
館
交
流

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。残

暑
厳
し
い
な
か
、
5
分
館
参
加

に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
4
試
合

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
分
館
も
幅
広
い
年
齢
層
で
の

チ
ー
ム
編
成
で
、
和
気
あ
い
あ
い
の

中
、
活
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
も
見
ら

れ
、
交
流
が
深
ま
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

決
勝
戦
は
、
下
安
坂
対
上
永
井
で

白
熱
し
た
試
合
展
開
と
な
り
、
上
永

井
が
優
勝
し
ま
し
た
。

◉
優　

勝
…
上
永
井
分
館

◉
準
優
勝
…
下
安
坂
分
館

9
月
8
日
（
日
）
本
城
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
本
城
地
域
分

館
交
流
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
同
様
順
位
付
け
は
行
わ
ず
、

分
館
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
を
目
的

と
し
て
お
り
、
普
段
交
流
す
る
こ
と

の
な
い
他
分
館
の
方
と
和
気
あ
い
あ

い
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
日
頃
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
を
整
備
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
本
城
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の

皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
参
加

者
へ
各
コ
ー
ス
の
攻
略
や
ル
ー
ル
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
参
加
し
た

み
な
さ
ん
は
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

10
月
24
日
（
木
）
に
千
曲
高
原
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
第
20

回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。募

集
か
ら
大
会
当
日
の
運
営
ま
で

筑
北
村
ゴ
ル
フ
部
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
28
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
秋
晴
れ
の
中
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

【
表　

彰
】

◉
優　

勝
…
飯
森　
　

實
（
中
央
）

◉
準
優
勝
…
窪
田　

洋
一
（
右
）

◉
第
３
位
…
窪
田　
　

至
（
左
）

9
月
20
日
（
金
）
に
宇
洞
坂
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で
「
公
民
館
長

杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
円
滑
に

大
会
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
30
名

の
参
加
者
が
優
勝
目
指
し
て
和
気
あ

い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

【
表　

彰
】

◉
優　

勝
…
山
岸　

稔
明

◉
準
優
勝
…
久
保
田
テ
ル

◉
第
３
位
…
松
舘
美
智
子

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
日
の

午
後
、
筑
北
村
サ
ッ
カ
ー
場
に
お
い

て
、
昨
年
度
開
通
し
た
筑
北
S
I
C

開
通
記
念
と
し
て
小
学
生
サ
ッ
カ
ー

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
選

手
の
前
園
真
聖
氏
、
大
津
祐
樹
氏
を

お
招
き
し
て
、
村
内
は
も
と
よ
り
県

内
の
各
地
か
ら
大
勢
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
教
室
で
は
、前
園
氏
、大

津
氏
が
子
ど
も
達
と
一
緒
に
ボ
ー
ル

を
蹴
っ
て
、
キ
レ
の
あ
る
ド
リ
ブ
ル

や
、滑
ら
か
な
ボ
ー
ル
タ
ッ
チ
な
ど
日

本
代
表
経
験
の
あ
る
お
二
方
の
技
術

を
子
ど
も
た
ち
は
間
近
で
食
い
入
る

よ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。
ま
た
講
師

の
お
二
方
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
に「
ド

リ
ブ
ル
を
す
る
時
は
、
ボ
ー
ル
だ
け

を
見
る
の
で
は
な
く
、顔
を
上
げ
、周

り
を
見
る
よ
う
に
」
と
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
も
受
け
て
い
ま
し
た
。サ
ッ

カ
ー
教
室
終
了
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

で
は
、子
ど
も
達
か
ら
お
二
人
に「
ど

う
し
た
ら
体
が
大
き
く
な
る
か
」
や

「
ど
う
し
た
ら
サ
ッ
カ
ー
が
上
手
に
な

る
か
」な
ど
、お
二
方
か
ら
直
接
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、サ
イ
ン
色
紙

や
村
内
温
泉
施
設
入
浴
券
、
食
事
券

が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当
選

し
た
小
学
生
に
は
講
師
お
二
方
か
ら

直
接
景
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

で
は
、
松
本
大
学
人
間
健
康
学
部
ス

ポ
ー
ツ
健
康
学
科
に
ご
協
力
い
た
だ

き
バ
ブ
ル
ボ
ー
ル
の
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
普
段
体
験

す
る
こ
と
の
な
い
バ

ブ
ル
ボ
ー
ル
体
験

で
、
小
さ
な
お
子
様

か
ら
大
人
ま
で
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
筑
北
村
を
練
習

拠
点
と
す
る
女
子
野

球
チ
ー
ム
長
野
フ
ェ

ア
リ
ー
ズ
が
運
営
の

協
力
、
競
技
へ
の
参

加
と
、
会
場
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

来
年
度
も
よ
り

多
く
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

魅
力
あ
る
内
容
を
計

画
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

バブルボール体験

開会式

試合の様子

前園氏大津氏
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児童、園児も一生懸命白菜の苗を植え
ました。美味しい白菜になりますように

講師の先生の上手な力加減で修正を
してもらえました

9
月
2
日
に
、
応
援
団
の
小
山
さ

ん
・
久
保
村
さ
ん
の
応
援
で
、
3
学

年
の
児
童
と
ひ
ま
わ
り
・
坂
井
保
育

園
合
同
に
よ
る
、
白
菜
の
苗
植
え
を

し
ま
し
た
。

白
菜
の
苗
は
、
東
山
の
一
ノ
瀬
さ

ん
が
70
株
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。今

年
も
無
事
に
例
大
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
季
に
聞
こ

え
て
く
る
笛
や
太
鼓
の
音
は
、郷
愁
を

呼
び
起
こ
す
と
同
時
に
、祭
り
が
続
け

ら
れ
て
よ
か
っ
た
な
と
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
村
内
各
地
域
で
十
数
年

前
か
ら
祭
り
の
後
継
者
不
足
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
獅
子
舞
い
の
舞
い

手
が
い
な
か
っ
た
り
今
年
は
奉
納
で

き
な
か
っ
た
地
区

も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で

保
存
会
を
作
っ
て

祭
り
文
化
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い

こ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
地
区
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
あ
る
地
区
で
は
親
子
二
代

で
獅
子
舞
い
を
し
て
後
継
者
を
つ
な

い
で
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
祭
り
文
化
が
継
承

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

9
月
29
日
に
坂
北
地
域
の
刈
谷
沢

神
明
宮
に
お
い
て
、
秋
祭
り
例
大
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ

明
け
か
ら
、
久
し
ぶ
り
に「
花
」
が
復

活
し
た
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の「
花
」
と
は
、
稲
の
花
が
咲
く

様
子
を
表
し
て
い
て
、
稲
の
豊
作
を
祝

う
も
の
で
、
起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
昔
か
ら
青
柳
区
・
中
村
区
・

刈
谷
沢
区
の
三
地
区
で
作
ら
れ
た「
花
」

が
刈
谷
沢
神
明
宮
に
運
ば
れ
て
来
ま
す
。

神
明
宮
の
境
内
で
は
、
例
大
祭
の

神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
舞
台
で
は
可
憐

な
浦
安
の
舞
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
拝
に
来
た
方
々
に「
花
」
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。
以
前
行
わ
れ
て
い
た
、「
花
」

を
奪
う
様
な
行
為
は
危
険
と
さ
れ
、
各

地
区
の
方
が
、
参
拝
者
に
手
渡
し
を
す

る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
花
」
は
、
厄
除
け
と
し
て
玄

関
に
飾
る
ご
家
庭
も
あ
り
ま
す 

。

地
域
の
方
が
講
師
に
な
っ
て
児
童

が
様
々
な
体
験
を
す
る
、「
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
講
座
」が
、
9
月
20
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、12
講
座
開
講
さ
れ
、販
売

体
験
や
電
気
工
具
体
験
、パ
ス
テ
ル
画

が
新
し
く
講
座
に
加
わ
り
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夏
日
で
暑
い
中
、児
童
た
ち
も
講
師

の
先
生
た
ち
と
共
に
汗
を
か
き
な
が

ら
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

杉
の
木
を
使
っ
た
椅
子
を
作
り
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
、講
師
の
先
生
に
補
助
し
て
も

ら
い
、金
槌
の
使
い
方
や
木
組
み
の
工

法
を
学
び
ま
し
た
。

3
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、
仕
入
れ 

会
計
、 

お
客
さ
ん
に
な
り
、販
売
の
勉

強
を
し
ま
し
た
。

バ
ー
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
機
や
レ

ジ
ス
タ
ー
な
ど
実
際
に
使
わ
れ
る
機

械
も
用
意
さ
れ
、機
械
の
操
作
を
子
ど

も
た
ち
が
行
い
、実
践
さ
な
が
ら
の
販

売
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

木
の
枠
に
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
で
、ネ

ジ
を
は
め
込
む
練
習
を
し
て
か
ら
、エ

ア
コ
ン
の
取
り
付
け
に
挑
戦
し
ま
し

た
。電

動
ド
ラ
イ
バ
ー
の
使
い
方
の
難

し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
、ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
作
り
、ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

学
校
運
営
協
議
会
広
報
部

販
売
体
験
講
座

販
売
体
験
講
座

電
気
道
具
体
験
講
座

電
気
道
具
体
験
講
座

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座

木
工
講
座

木
工
講
座

鍬
くわ

が思ったより
重く、扱いに苦戦中

ドローンが
飛んだ!!

地域の店舗で
　　獅子舞いを披露

獅子に頭を噛んでもらっ
て、厄除け・無病息災

花持ち方々が鳥居をくぐる参拝者が花を持つ

コ
ラ
ム

最
近
に
な
っ
て
廃
線
跡
が
近
代

化
遺
産
と
し
て
評
価
さ
れ
、
線
路

が
残
っ
て
い
れ
ば
ト
ロ
ッ
コ
列
車

が
走
っ
た
り
、
健
康
ブ
ー
ム
で
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
整
備
さ

れ
る
と
こ
ろ
が
で
て
き
ま
し
た
。

我
が
村
を
通
る
篠
ノ
井
線
は
、

明
治
末
に
開
業
し
て
1
0
0
年
以

上
も
経
つ
古
き
線
路
で
、
当
時
は

大
規
模
な
土
木
機
械
も
な
い
の

に
、
線
路
は
山
を
越
え
る
た
め
、

地
形
に
従
う
よ
う
に
谷
を
く
だ

り
、
川
に
橋
を
か
け
、
ほ
と
ん
ど

人
力
だ
け
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
に
は
西
条
―
明
科
間
が

1
9
9
0
年
頃
に
、
今
の
新
白
坂

ト
ン
ネ
ル
の
新
路
線
に
変
更
さ

れ
、
高
速
化
し
て
西
条
と
松
本
間

が
30
分
か
か
ら
な
い
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
化
が
進
む
世
の
中

で
、
レ
ト
ロ
感
た
っ
ぷ
り
な
明
治

時
代
の
レ
ン
ガ
構
造
の
廃
線
ト
ン

ネ
ル
が
、
観
光
資
源
と
な
り
、
人

が
た
く
さ
ん
訪
れ
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

お
祭
り
大
好
き
男

小
学
３
年
生 
ひ
ま
わ
り
・
坂
井

保
育
園 

西
条
白
菜
苗
植
え

筑
北
小
学
校 

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
講
座



ふりかえり

＊私はみんなをまとめる力と、楽しむ時としっかりする時の切り替えが身についたと思います。次からも、その力を上手く使って

いきたいです。　田口夢乃

＊係の仕事をわすれないように頑張って、少し行動が早くなったところが成長していると思いました。　柳澤莉江

＊はっきり自分の意見などを言ってしまうことを反省しないといけないと思いました。今後の生活では協力すること、楽しむことを

いかしていければいいと思いました。　猿橋奈桜

バババ・バイキングとブンビーに乗りました!!バババ・バイキングは後ろに下がると
き、心臓が飛び出るかと思ったけど、とても楽しかったから3回乗りました。ジェット
コースターにも乗ろうとしたけど、実際に見て怖すぎたので乗りませんでした。 

宮下こはる

美味しい！楽しみ！食事の風景

カップヌードルミュージアムで、初めて自分でオ

リジナルのカップラーメンを作れたし、展示で目

のさっかくで人が小さくなったり大きくなったり

する物もあったし、歴代のカップラーメンやカッ

プ焼きそばとかがあって楽しかったです。　小林竜輔

科
学
技
術

館

2024 マクセルアクア

パーク品川

東 京 横 浜

官
僚
に
で
も
な
ら
な
い
限
り
入
れ

な
い
総
裁
室
に
入
っ
た
こ
と
が
心

に
残
り
ま
し
た
。
国
の
立
法
機
関

で
あ
る
本
会
議
場
に
も
入
り
、
衆

議
院
と
参
議
院
の
違
い
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

鎌
田
治
都

33 32



公
民
館
長
・
図
書
館
長
・
歴
史
民
俗
資
料
館
長

再
任
の
お
知
ら
せ

９
月
の
定
例
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

９
月
の
定
例
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

公
民
館
長
・
図
書
館
長
・
歴
史
民
俗
資
料

公
民
館
長
・
図
書
館
長
・
歴
史
民
俗
資
料

館
長
再
任
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

館
長
再
任
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

❖
公
民
館
長
…
山
崎
広
道 

氏

❖
図
書
館
長
…
山
崎
洋
文 

氏

❖
歴
史
民
俗
資
料
館
等
館
長

　

…
…
…
…
…
山
崎
洋
文 

氏

~公民館から講座・教室のお知らせ~

【いきいき学習講座】

・１２月１７日（火）ものづくり講座 講師：未定

・ １月２２日（水）人権学習講座 講師：中信教育事務所

・ ２月 ６日（木）文化財学習講座 講師：図書館長

・ ２月１８日（火）歌声喫茶 講師：下形和美氏

※時間や場所の詳細は開催日が近くなりましたら村内放送でお知らせします。

【にこにこ子ども教室】

・１１月３０日（土）人権教育 時 分～ 時 坂北福祉センター

・ １月２５日（土）クッキングをしよう 時 分～ 時 坂北福祉センター

・ ２月２２日（土）観劇会 時 分～ 時 筑北村公民館

【ピラティス教室】

１２月４・１１・１８・２５日（水） 計４回

時間： １１：３０～１２：１０

場所：本城公民館２階講堂

各講座・教室に関するお問い合わせ、お申し込みは６７ー２０６４

聖南中学校 第６３回きささげ祭 ～一歩踏み出そう～

 

 

聖南バトル

開祭式 展示見学 ふるさとコンサート

1年生

2年生

3年生

35 34

村
で
は
、
私
立
高
等
学
校
に
在
籍

し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て

授
業
料
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

・
毎
年
10
月
1
日
現
在
、
私
立
高
等

学
校
等
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
。

・
対
象
生
徒
が
村
に
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と
。

・
授
業
料
の
全
額
免
除
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

【
助
成
金
額
】

対
象
者
1
人
に
つ
き
、
1
学
年
度

年
額
2
0
，
0
0
0
円
。

補
助
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
村

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://w
w
w
.vill.chikuhoku.

lg.jp/subsidy/18360)

申
請
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
支
援
係　

☎
67
―
1
1
6
1

館
報
編
集
後
記

最
近
、
麹
に
夢
中
で
す
。
麹
に
限

ら
ず
日
本
の
文
化
を
紐
解
く
と
き
、

必
ず
登
場
す
る
も
の
に
、「
風
土
記
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
和
銅
六

年
に
元
明
天
皇
の
詔
に
よ
り
、
諸
国

の
産
物
・
地
形
・
古
伝
説
や
地
名
の

由
来
な
ど
を
記
さ
せ
た
も
の
で
す
。

律
令
制
度
を
整
備
し
た
朝
廷
は
、
諸

国
の
事
情
を
知
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
が
、
今
と
な
る
と
、
そ
こ

に
鮮
や
か
に
書
か
れ
た
生
活
を
読
む

こ
と
で
、
日
本
と
い
う
国
が
で
き
た

当
初
の
人
々
の
有
様
に
触
れ
ら
れ
る

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
館
報
で
は
秋
と
い
う
季
節

柄
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
復
活

し
た
お
祭
り
や
行
事
に
つ
い
て
の
記

事
が
多
め
で
、
か
た
ち
の
変
化
も
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
毎
号
、
村
の
今

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

「
あ
の
頃
」
を
お
伝
え
す
る
も
の
に

な
る
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
、
襟
を
正

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

の
ら
や



今年度も子育て支援センターを飛び出して、広い多目的ホールで『おひさまの森・うんどう会』を行い

ました。お子さんたちが描いた“万国旗”がはためく中、「ピカピカブー」の体操で準備ＯＫ、お母さん

と一緒にいろいろな種目を楽しみました。おかずを選んでお弁当を作ったり、にわとりかあさんの卵を

拾い集めたり、箱のひもを選んで結んで最後はそのひもをみんなで引っ張りくす玉を割りました。

ご褒美メダルをもらうと、お子さんたちのキラキラ笑顔がおひさまのようでした。

ゴールのママまであと少し！

卵（ボール）を集めよう

「ぼくはみかん」

無事に

生まれ

ました

みんなのひもをつないでくす玉を割りました

お弁当できたかな？

『運がよければ』

メダルとポーズ

季節はもうすっかり秋ですね。子どもたちは、園庭や散歩先でどんぐり・バッタ等の

たくさんの植物や生き物と触れ合い、感触や匂いを楽しみながら秋の自然に親しんでいます。

秋の遠足

お父さん・お母さんと手を繋いで

とくら沢ふれあい広場 へ出発！！

みんなで「まじめ忍者」の体操♪

２保育園保護者会 親子遠足

宝探し

お宝 見つけたよ！

ちゅうりっぷ組・たんぽぽ組

わんぱく公園に行ったよ！！

さくら組

やすらぎスポーツ広場へ出発！！

坂井地域を散策しました

鯉を見て、古墳の見学をしたよ

朝からお弁当を食べるのを楽しみに

していた子どもたち！！

あっという間に食べちゃったよ！

★印…会場は坂井児童館です。　 詳しくは「おひさま・すこやかカレンダー」をご確認ください。

12月
日 に ち 内　　容

5日（木） 　ベビーマッサージ
10日（火） ★ベビーマッサージ
12日（木） 　ベビーマッサージ
13日（金） 　クリスマス会
19日（木） 　ベビーマッサージ
26日（木） 　理学療法士相談

1月
日 に ち 内　　容

9日（木） 　ベビーマッサージ
14日（火） ★ベビーマッサージ
16日（木） 　キッズビクス
23日（木） 　理学療法士相談
28日（火） 　乳幼児健診　

　※午後の自由開放はありません

30日（木） 　ベビーマッサージ

12月・1月の行事予定12月・1月の行事予定

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

37 36

保育園だより保育園だより



筑 北 村 図 書 館 だ よ り筑 北 村 図 書 館 だ よ り
ハロウィンおはなし会　	 10月27日ハロウィンおはなし会　	 10月27日

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ

仮装用のいろんな種類のお面から、好きなものを選んで切り取って作ってもらいました。
そのあとは、館長の笛の演奏と「蜘蛛の糸」の読み聞かせがありました。最後に、「トリック・

オア・トリート！」と言ってお菓子をもらい、作ったお面をつけて写真撮影しました。

筑北村図書館　お問い合わせ　TEL 0263-66-1115

◆ クリスマスおたのしみ会
日 時 : 12月15日（日） 11時〜12時
場 所 : 筑北村図書館　2階多目的室
参加人数 : 25人
講師に田中善子さんをお招きして、フェルト
を使ったクリスマスオーナメント（飾り）を
作ります。その後にサンタクロース　がやっ
て来ます！

◆ 年末年始休業のお知らせ
令和6年12月28日（土）～令和7年1月3日（金）まで休館します。
上記の期間中、本の返却は返却ポストへお願いします。紙芝居は折れやすいため、返却
ポストではなく、図書館が開館する1月4日（土）以降に窓口までお願いします。

からむしワークショップ	 9月29日からむしワークショップ	 9月29日

ファーストブック	 10月24日ファーストブック	 10月24日

ハロウィン★保育園児来館	 10月30日ハロウィン★保育園児来館	 10月30日

麻に似たイラクサ科の植物であるカラムシの茎より繊維をひきはがし、ひもを編み、ストラップなどを作るワー
クショップを行いました。みなさん楽しそうに一つ一つ、丁寧に作業をしていました。大満足の出来上がりでした。

親子が絵本を通してふれあい、本の楽しさを感じることで、子どもたちに豊かな心や思いやり
のある心が育まれることを願います。今年度満１歳になる親子に絵本を１冊プレゼントしました。

保育園の子どもたちが図書館にやってきました。色とりどりの衣裳を着て、合言葉を言って
お菓子をもらいました。
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［印刷］川越印刷株式会社

※環境保全に対応し
た紙と、環境に優し
い植物性油インク
を使用しています。
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